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(57)【要約】
【課題】電源回路の出力電流値が変化しても、高い効率
を維持することが可能な電源回路を提供すること。
【解決手段】フィードバック回路１１は、電源回路１が
出力する電流の一部を帰還させる。周波数決定回路１２
は、フィードバック回路１１から帰還する電流に基づい
て、アノード電圧出力回路１４およびカソード電圧出力
回路１５の駆動周波数を決定する。駆動周波数出力回路
１３は、周波数決定回路１２が決定した駆動周波数のク
ロック信号を出力する。アノード電圧出力回路１４は、
駆動周波数出力回路１３が出力するクロック信号によっ
て動作し、アノードライン１６を介して画素８のアノー
ドにアノード電圧を印加する。カソード電圧出力回路１
５は、駆動周波数出力回路１３が出力するクロック信号
によって動作し、カソードライン１７を介して画素８の
カソードにカソード電圧を印加する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＥＬ表示装置の電源回路であって、
　前記ＥＬ表示装置に供給される電流に基づいて、切り替えるべき前記電源回路の駆動周
波数を決定する周波数決定ユニットと、
　前記周波数決定ユニットによる決定結果に基づいて、前記駆動周波数に応じたクロック
信号を出力する駆動周波数出力ユニットとを備える、ＥＬ表示装置の電源回路。
【請求項２】
　前記駆動周波数出力ユニットは、
　　基準クロック信号を生成する発振回路と、
　　前記基準クロック信号が入力され、分周比がそれぞれ異なる複数の分周回路と、
　　前記周波数決定ユニットが決定した前記駆動周波数に応じて、前記分周回路を選択す
るアノード周波数選択スイッチと、
　　前記周波数決定ユニットが決定した前記駆動周波数に応じて、前記分周回路を選択す
るカソード周波数選択スイッチとを有する、請求項１に記載のＥＬ表示装置の電源回路。
【請求項３】
　前記ＥＬ表示装置に供給される前記電流の一部を帰還させるフィードバック回路を備え
、
　前記周波数決定ユニットは、前記フィードバック回路から帰還する電流に応じて、前記
駆動周波数を決定することを特徴とする、請求項１に記載のＥＬ表示装置の電源回路。
【請求項４】
　前記ＥＬ表示装置に供給される前記電流の値を、画像情報に基づいて演算する画像情報
演算回路を備え、
　前記周波数決定ユニットは、前記画像情報演算回路の演算結果に応じて、前記駆動周波
数を決定することを特徴とする、請求項１に記載のＥＬ表示装置の電源回路。
【請求項５】
　前記周波数決定ユニットは、１フレーム期間ごとに前記駆動周波数を決定することを特
徴とする、請求項１から４のいずれかに記載のＥＬ表示装置の電源回路。
【請求項６】
　ＥＬ表示装置の電源回路制御方法であって、
　前記ＥＬ表示装置に供給される電流に基づいて、切り替えるべき前記電源回路の駆動周
波数を決定するステップと、
　前記決定するステップによる決定結果に基づいて、前記駆動周波数に応じたクロック信
号を出力するステップとを備える、ＥＬ表示装置の電源回路制御方法。
【請求項７】
　請求項６記載のＥＬ表示装置の電源回路制御方法の、
　前記ＥＬ表示装置に供給される電流に基づいて、切り替えるべき前記電源回路の駆動周
波数を決定するステップと、
　前記決定するステップによる決定結果に基づいて、前記駆動周波数に応じたクロック信
号を出力するステップとをコンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項８】
　請求項７記載のプログラムを記録した記録媒体であって、コンピュータにより処理可能
な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機または無機エレクトロルミネッセンス（ＥＬ）素子を用いたＥＬ表示装
置の電源回路、ＥＬ表示装置の電源回路制御方法、プログラムおよび記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　有機エレクトロルミネッセンス（ＥＬ）などを用いたアクティブマトリクス型のＥＬ表
示装置（以下、単にＥＬ表示装置という）は、各画素に発光素子を有する自発光型であり
、各画素を流れる電流の大きさに応じて発光輝度が変化する。このため、ＥＬ表示装置は
、液晶表示装置と比較して、バックライトが不要、画像の視認性が高い、および応答速度
が速いなどの利点を有する。
【０００３】
　図５は、従来のアクティブマトリクス型ＥＬ表示装置の一画素の等価回路の構成を示す
図である（例えば、特許文献1参照）。図５に示すように、ＥＬ表示装置の画素８の等価
回路は、ＥＬ素子８１と、第１のスイッチングＴＦＴ８２と、駆動ＴＦＴ８３と、第２の
スイッチングＴＦＴ８４と、第３のスイッチングＴＦＴ８５と、アノード電極８６と、カ
ソード電極８７と、蓄積容量８８とを備えている。
【０００４】
　第１のスイッチングＴＦＴ８２は、ＥＬ素子８１に流れる電流のオン／オフを制御する
スイッチである。駆動ＴＦＴ８３は、ＥＬ素子８１に流れる電流量を画像信号に基づいて
制御するＴＦＴである。第２のスイッチングＴＦＴ８４は、画像信号を駆動ＴＦＴ８３の
ゲートに送るＴＦＴである。第３のスイッチングＴＦＴ８５は、画像信号書き込み時に駆
動ＴＦＴ８３のゲート電極とドレイン電極とを短絡させるＴＦＴである。
【０００５】
　ＥＬ表示装置の画素８の動作を説明する。まず、画像信号が書き込まれる際の画素８の
動作を説明する。ゲートドライバ９１は、画素回路制御用ゲート配線ＣＧの電位をオンレ
ベルに設定することによって、第２のスイッチングＴＦＴ８４と第３のスイッチングＴＦ
Ｔ８５とをオンさせる。その際、ゲートドライバ９１は、ＥＬ発光制御用ゲート配線ＢＧ
の電位をオフレベルに設定することによって、第１のスイッチングＴＦＴ８２をオフさせ
る。このようにすることで、画像信号の電流が駆動ＴＦＴ８３を流れる状態になり、駆動
ＴＦＴ８３のゲート電位は、画像信号の電流に応じた電位に設定される。
【０００６】
　続いて、ＥＬ素子８１の発光動作について説明する。画像信号が画素８に書き込まれた
後、ゲートドライバ９１は、画素回路制御用ゲート配線ＣＧの電位をオフレベルに設定す
ることによって、第２のスイッチングＴＦＴ８４と第３のスイッチングＴＦＴ８５とをオ
フさせる。これにより、画素８は、ソースドライバ９０と切り離される。しかし、書き込
まれた画像信号に応じた駆動ＴＦＴ８３のゲート電位は、蓄積容量８８によって保持され
ている。その後、ゲートドライバ９１は、ＥＬ発光制御用ゲート配線ＢＧの電位をオンレ
ベルに設定することによって、第１のスイッチングＴＦＴ８２をオンさせる。これにより
、画像信号に応じた電流が、駆動ＴＦＴ８３および第１のスイッチングＴＦＴ８２経由で
ＥＬ素子８１に流れ、ＥＬ素子８１は、流れる電流に応じた輝度で発光する。
【０００７】
　図６は、ＥＬ表示装置を駆動させる従来の電源回路と、ＥＬ表示装置の画素との接続を
示す図である。電源回路９２は、発振回路９６と、アノード電圧出力回路９３と、カソー
ド電圧出力回路９４とから構成される。発振回路９６は、アノード電圧出力回路９３およ
びカソード電圧出力回路９４が駆動するための所定の周波数の基準クロック信号を出力す
る。アノード電圧出力回路９３は、アノードライン９７を介して、画素８が有するＥＬ素
子（図示せず）のアノード電極にアノード電圧ＰＶＤＤを印加する。カソード電圧出力回
路９４は、カソードライン９８を介して、画素８が有するＥＬ素子（図示せず）のカソー
ド電極にカソード電圧ＰＶＳＳを印加する。図６に示すように、電源回路９２が出力する
電流は、ＥＬ表示装置の各画素８が有するＥＬ素子８１に流れる電流を合計した電流とな
る。
【特許文献１】特開２００５－０６２６１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
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　現在の電気機器は、省電力化が求められており、ＥＬ表示装置も例外ではない。ＥＬ表
示装置の消費電力量を小さくするための手段の一つとして、電源回路の高効率化が挙げら
れる。
【０００９】
　図７は、従来の電源回路において、駆動周波数が５００ｋＨｚの場合の各ＥＬ素子を流
れる電流の合計値と、従来の電源回路の効率との関係を示す効率曲線７１を示す図である
。ここで言う電源回路の効率とは、電源回路から出力される電力の総和を電源回路に入力
される電力の総和で割ったものである。図８は、電源回路の効率を測定する際の測定系を
示す図である。電源回路９２は、ＥＬ表示用信号発生装置２１２から電源回路駆動電圧ラ
イン２１３を通して電圧・電流の供給を受け、アノードライン９７、カソードライン９８
を通してＥＬパネル２１１へアノード電圧ＰＶＤＤ、カソード電圧ＰＶＳＳを供給する。
このとき、電源回路の効率とは「電源回路９２から出力される電力の総和÷電源回路９２
へ入力される電力の総和」である。すなわち「（（アノードライン９７の電圧×アノード
ライン９７を流れる電流）＋（カソードライン９８の電圧×カソードライン９８に流れる
電流））÷（電源回路駆動電圧ライン２１３の電圧×電源回路駆動電圧ライン２１３に流
れる電流）」である。従って、ある周波数（例えば５００ｋＨｚ）のときに、電源回路駆
動電圧ライン２１３で供給される電圧値及び電流値、さらにアノードライン９７、カソー
ドライン９８を通してＥＬパネル２１１へアノード電圧ＰＶＤＤ、カソード電圧ＰＶＳＳ
を供給される電圧値及び電流値を測定し、上記算術式に従い演算することで上記ある周波
数（例えば５００ｋＨｚ）における電源効率を求めることができる。電源回路駆動電圧ラ
イン２１３で供給される電圧値及び電流値を複数点設定し、その設定された電圧値及び電
流値の組に対応した、アノードライン９７、およびカソードライン９８に供給される電圧
値及び電流値を求め、上記算術式に従い演算することにより、電源回路駆動電圧ライン２
１３より入力される各電流値に対応した各電源効率を得ることができ、この値をプロット
することで電源回路駆動電圧ライン２１３より入力される各電流値に対応した各電源効率
を示す曲線を得ることができる。
【００１０】
　また、図７は、各ＥＬ素子を流れる電流の合計値と、ＥＬ素子の輝度との関係も示して
いる。各ＥＬ素子を流れる電流の合計値は、図６に示す電源回路９２の出力電流の値に相
当する。図７に示すように、電源回路９２は、ピーク電流値Ｉｐにおいて、効率が最大と
なることが分かる。また、電源回路９２の出力電流の値とＥＬ表示装置の輝度との間に、
正比例の関係があることが分かる。
【００１１】
　図７に示すように、従来のＥＬ表示装置の電源回路は、ＥＬ表示装置の輝度に応じて出
力電流が変化する。しかし、電源回路は、電源回路の出力電流の大きさに応じて、効率が
変化する。特にピーク電流値における輝度と異なる輝度でＥＬ表示装置が画像の表示を行
う場合、電源回路の効率は低下する。電源回路の効率の低下は、消費電力量の増大という
結果をもたらす。このように、従来のＥＬ表示装置の電源回路は、効率が最大となるピー
ク電流値と異なる電流値に対しては効率が低下するとともに、消費電力量が大きくなると
いう問題があった。
【００１２】
　本発明は、上記従来のＥＬ表示装置の電源回路のこのような課題を考慮して、電源回路
の出力電流の値が変化しても、従来より高い効率を維持することが可能なＥＬ表示装置の
電源回路、ＥＬ表示装置の電源回路制御方法、プログラム及び記録媒体を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上述した課題を解決するために、第１の本発明は、
　ＥＬ表示装置の電源回路であって、
　前記ＥＬ表示装置に供給される電流に基づいて、切り替えるべき前記電源回路の駆動周
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波数を決定する周波数決定ユニットと、
　前記周波数決定ユニットによる決定結果に基づいて、前記駆動周波数に応じたクロック
信号を出力する駆動周波数出力ユニットとを備える、ＥＬ表示装置の電源回路である。
【００１４】
　また、第２の本発明は、
　前記駆動周波数出力ユニットは、
　　基準クロック信号を生成する発振回路と、
　　前記基準クロック信号が入力され、分周比がそれぞれ異なる複数の分周回路と、
　　前記周波数決定ユニットが決定した前記駆動周波数に応じて、前記分周回路を選択す
るアノード周波数選択スイッチと、
　　前記周波数決定ユニットが決定した前記駆動周波数に応じて、前記分周回路を選択す
るカソード周波数選択スイッチとを有する、上記第１の本発明のＥＬ表示装置の電源回路
である。
【００１５】
　また、第３の本発明は、
　前記ＥＬ表示装置に供給される前記電流の一部を帰還させるフィードバック回路を備え
、
　前記周波数決定ユニットは、前記フィードバック回路から帰還する電流に応じて、前記
駆動周波数を決定することを特徴とする、上記第１の本発明のＥＬ表示装置の電源回路で
ある。
【００１６】
　また、第４の本発明は、
　前記ＥＬ表示装置に供給される前記電流の値を、画像情報に基づいて演算する画像情報
演算回路を備え、
　前記周波数決定ユニットは、前記画像情報演算回路の演算結果に応じて、前記駆動周波
数を決定することを特徴とする、上記第１の本発明のＥＬ表示装置の電源回路である。
【００１７】
　また、第５の本発明は、
　前記周波数決定ユニットは、１フレーム期間ごとに前記駆動周波数を決定することを特
徴とする、上記第１の本発明乃至第４の本発明のいずれかに記載のＥＬ表示装置の電源回
路である。
【００１８】
　また、第６の本発明は、
　ＥＬ表示装置の電源回路の電源回路制御方法であって、
　前記ＥＬ表示装置に供給される電流に基づいて、切り替えるべき前記電源回路の駆動周
波数を決定するステップと、
　前記決定するステップによる決定結果に基づいて、前記駆動周波数に応じたクロック信
号を出力するステップとを備える、ＥＬ表示装置の電源回路制御方法である。
【００１９】
　また、第７の本発明は、
　上記第６の本発明のＥＬ表示装置の電源回路制御方法の、
　前記ＥＬ表示装置に供給される電流に基づいて、切り替えるべき前記電源回路の駆動周
波数を決定するステップと、
　前記決定するステップによる決定結果に基づいて、前記駆動周波数に応じたクロック信
号を出力するステップとをコンピュータに実行させるためのプログラムである。
【００２０】
　また、第８の本発明は、
　上記第７の本発明のプログラムを記録した記録媒体であって、コンピュータにより処理
可能な記録媒体である。
【発明の効果】
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【００２１】
　本発明によれば、電源回路の出力電流の値が変化しても、従来より高い効率を維持する
ことが可能なＥＬ表示装置の電源回路、ＥＬ表示装置の電源回路制御方法、プログラムお
よび記録媒体を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、本発明に係る実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００２３】
　（第１の実施の形態）
　図１は、本発明に係る一実施の形態のＥＬ表示装置の電源回路の構成及び接続を示すブ
ロック図であり、同図を参照しながら、本実施の形態の構成を説明する。
【００２４】
　図１に示す電源回路１は、フィードバック回路１１と、周波数決定回路１２と、駆動周
波数出力回路１３と、アノード電圧出力回路１４と、カソード電圧出力回路１５とを備え
る。
【００２５】
　フィードバック回路１１は、電源回路１が出力する電流の一部を帰還させる回路である
。周波数決定回路１２は、フィードバック回路１１から帰還する帰還電流の値に基づいて
、アノード電圧出力回路１４およびカソード電圧出力回路１５の駆動周波数を決定する回
路である。駆動周波数出力回路１３は、周波数決定回路１２が決定した駆動周波数のクロ
ック信号を出力する回路である。アノード電圧出力回路１４は、駆動周波数出力回路１３
が出力するクロック信号によって動作し、アノードライン１６を介して画素８のアノード
電極にアノード電圧を印加する回路である。カソード電圧出力回路１５は、駆動周波数出
力回路１３が出力するクロック信号によって動作し、カソードライン１７を介して画素８
のカソード電極にカソード電圧を印加する回路である。
【００２６】
　図１に示す電源回路１とＥＬ表示装置の画素８との接続は、フィードバック回路１１に
よる帰還回路をのぞいて、図６に示す従来のＥＬ表示装置の電源回路と画素８との接続と
同じである。
【００２７】
　駆動周波数出力回路１３は、発振回路１３１と、第１の分周回路１３２ａと、第２の分
周回路１３２ｂと、第３の分周回路１３２ｃと、第４の分周回路１３２ｄと、ＰＶＤＤ動
作周波数選択スイッチ１３３と、ＰＶＳＳ動作周波数選択スイッチ１３４とを有する。
【００２８】
　発振回路１３１は、基準クロック信号を生成する回路である。第１～第４の分周回路１
３２ａ～１３２ｄは、分周比がそれぞれ異なり、周波数がそれぞれ異なるクロック信号を
、基準クロック信号を用いて生成する回路である。ＰＶＤＤ動作周波数選択スイッチ１３
３は、第１～第４の分周回路１３２ａ～１３２ｄのうち、周波数決定回路１２が決定した
駆動周波数のクロック信号を出力する分周回路と、アノード電圧出力回路１４とを接続す
るスイッチである。ＰＶＳＳ動作周波数選択スイッチ１３４は、第１～第４の分周回路１
３２ａ～１３２ｄのうち、周波数決定回路１２が決定した駆動周波数のクロック信号を出
力する分周回路と、カソード電圧出力回路１５とを接続するスイッチである。
【００２９】
　以下に、図２および図３を用いて、電源回路１の動作を説明するとともに、本発明に係
るＥＬ表示装置の電源回路の制御方法の一実施の形態についても同様に述べる。
【００３０】
　図２は、電源回路１を第１～第４の分周回路１３２ａ～１３２ｄの内、いずれか一つの
分周回路のみで動作させた場合を想定した、電源回路１の出力電流と電源回路１の効率と
の関係を示す図である。すなわち、電源回路１の設計段階において、図１に示す第１～第
４の分周回路１３２ａ～１３２ｄを含むテスト用の電源回路（電源回路１と等価な回路）
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を用意し、これに図８に示すＥＬパネル２１１とＥＬ表示用信号発生装置２１２とを接続
した上で、第１～第４の分周回路１３２ａ～１３２ｄを適宜切り替えることによって、所
定の駆動周波数における電源回路１の電源効率を算出する。このようにして得られた電源
回路１の電源効率曲線を、各駆動周波数ごとに個別に描いたものが図２である。
【００３１】
　なお、以下の説明では、第１～第４の分周回路１３２ａ～１３２ｄが、それぞれ１ＭＨ
ｚ、８００ｋＨｚ、６００ｋＨｚ、４００ｋＨｚのクロック信号をそれぞれ出力するもの
として説明する。また、ここでいう電源回路の効率に関しては、上述しているため説明を
省略する。
【００３２】
　また図３は、本実施の形態の電源回路１の効率曲線を示す図である。すなわち、図３に
示す総合効率曲線３５は、電源回路１の出力電流の値に応じて第１～第４の分周回路１３
２ａ～１３２ｄのいずれかを選択することで、図２に示す個別の効率曲線のうち、効率８
０％以上の範囲を連続的に利用できるようにした連続曲線である。なお、第１～第４の分
周回路１３２ａ～１３２ｄのいずれを選択するかは、後述する周波数決定情報に基づいて
いる。
【００３３】
　図２および図３において、駆動周波数が１ＭＨｚのときの効率曲線を第１の効率曲線３
１、駆動周波数が８００ｋＨｚのときの効率曲線を第２の効率曲線３２、駆動周波数が６
００ｋＨｚのときの効率曲線を第３の効率曲線３３、駆動周波数が４００ｋＨｚのときの
効率曲線を第４の効率曲線３４としている。図２に示すように、電源回路１において、効
率が最大となるピーク電流値が、動作する駆動周波数ごとに異なることがわかる。
【００３４】
　周波数決定回路１２は、帰還電流の値と第１～第４の分周回路１３２ａ～１３２ｄとを
対応付けた周波数決定情報を予め保持している。また、周波数決定回路１２は、帰還電流
を測定することによって、電源回路１の出力電流を、画像情報の１フレーム期間ごとにモ
ニタする。周波数決定回路１２は、モニタした帰還電流の値と周波数決定情報とを用いて
、電源回路１の駆動周波数を決定するとともに、分周回路の選択を行う。
【００３５】
　ここで、周波数決定情報の定め方を、図３を用いてさらに説明する。電源回路１の出力
電流をＩとする。０≦Ｉ＜Ｉａのとき、第１の効率曲線３１の効率が最大を示している。
Ｉａ≦Ｉ＜Ｉｂのとき、第２の効率曲線３２の効率が最大を示している。Ｉｂ≦Ｉ＜Ｉｃ
のとき、第３の効率曲線３３の効率が最大を示している。Ｉｃ≦Ｉのとき、第４の効率曲
線３４の効率が最大を示している。
【００３６】
　そこで、０≦Ｉ＜Ｉａ、Ｉａ≦Ｉ＜Ｉｂ、Ｉｂ≦Ｉ＜ＩｃおよびＩｃ≦Ｉの各範囲につ
いて、最大効率を示す周波数のクロック信号を出力する分周回路を、設計段階において周
波数決定情報として予め割り当てる。その結果、電源回路１の最終的な効率曲線として、
図３に示す総合効率曲線３５が得られる。
【００３７】
　周波数決定情報は、具体的には、０≦Ｉ＜Ｉａにおいて、第１の分周回路１３２ａを割
り当て、Ｉａ≦Ｉ＜Ｉｂにおいて、第２の分周回路１３２ｂを割り当て、Ｉｂ≦Ｉ＜Ｉｃ
において、第３の分周回路１３２ｃを割り当て、Ｉｃ≦Ｉにおいて、第４の分周回路１３
２ｄを割り当てる。この結果、電源回路１の駆動周波数は、０≦Ｉ＜Ｉａにおいて１ＭＨ
ｚであり、Ｉａ≦Ｉ＜Ｉｂにおいて、８００ｋＨｚであり、Ｉｂ≦Ｉ＜Ｉｃにおいて６０
０ｋＨｚであり、Ｉｃ≦Ｉにおいて４００ｋＨｚとなる。
【００３８】
　図３に示す従来の電源回路の効率曲線７１は、駆動周波数を５００ｋＨｚに固定した場
合の効率曲線であり、図７に示す従来のＥＬ表示装置の電源回路の効率曲線７１と同じ曲
線である。総合効率曲線３５と従来の電源回路の効率曲線７１とを比較すると、図３のよ
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うに電源回路の効率が８０％であることを目安としたとき、従来のＥＬ表示装置の電源回
路の効率曲線７１ではＩ２～Ｉ３の範囲においてのみ効率８０％を超えるが、総合効率曲
線３５においてはＩ１～Ｉ４の範囲において電源回路の効率８０％以上を維持することが
出来ている。ここで、Ｉ１≦Ｉ２≦Ｉ３≦Ｉ４である。その為、総合効率曲線３５の効率
が、出力電流が幅広く変化しても、従来のＥＬ表示装置の電源回路の効率曲線７１より高
い効率を維持していることがわかる。
【００３９】
　ＰＶＤＤ動作周波数選択スイッチ１３３およびＰＶＳＳ動作周波数選択スイッチ１３４
は、周波数決定回路１２が周波数決定情報に基づいて決定した分周回路に切り替える。ア
ノード電圧出力回路１４およびカソード電圧出力回路１５は、周波数決定回路１２が決定
した駆動周波数で動作する。
【００４０】
　なお、周波数決定回路１２が本発明の周波数決定ユニットの一例であり、駆動周波数出
力回路１３が本発明の駆動周波数出力ユニットの一例である。また、発振回路１３１が本
発明の発振回路の一例であり、第１～第４の分周回路１３２ａ～１３２ｄが本発明の複数
の分周回路の一例であり、ＰＶＤＤ動作周波数選択スイッチ１３３が本発明のアノード周
波数選択スイッチの一例であり、ＰＶＳＳ動作周波数選択スイッチ１３４が本発明のカソ
ード周波数選択スイッチの一例である。
【００４１】
　このように、本実施の形態に係るＥＬ表示装置の電源回路は、電源回路の出力電流の値
に応じて駆動周波数を変化させて動作する。したがって、単一の周波数で動作する従来の
ＥＬ表示装置の電源回路よりも高効率で動作するため、ＥＬ表示装置の消費電力を削減す
ることが可能となる。
【００４２】
　（第２の実施の形態）
　図４は、本発明に係る一実施の形態のＥＬ表示装置の電源回路の構成を示すブロック図
である。なお、本実施の形態では、電源回路２において、図１と同じ構成要素には同じ参
照符号を付し、その説明を省略する。ここでは、第１の実施の形態と異なる部分を中心に
説明する。
【００４３】
　図４に示すＥＬ表示装置の電源回路２は、画像情報演算回路２１と、周波数決定回路１
２と、駆動周波数出力回路１３と、アノード電圧出力回路１４と、カソード電圧出力回路
１５とを備える。電源回路２において、画像情報演算回路２１に入力される画像情報から
、ＥＬ表示装置の全画素に供給される電流の合計値を予測する点が、第１の実施の形態の
電源回路１と異なる。なお、画像情報演算回路２１が、本発明の画像情報演算回路の一例
である。
【００４４】
　画像情報演算回路２１には、ＥＬ表示装置が表示する画像情報が入力され、電源回路２
の出力電流の値を、１フレーム期間ごとにあらかじめ演算して予測する。周波数決定回路
１２は、画像情報演算回路２１が予測した電源回路２の出力電流の値に基づいて、アノー
ド電圧出力回路１４およびカソード電圧出力回路１５の駆動周波数を決定する。
【００４５】
　周波数決定回路１２による駆動周波数を決定する方法は、第１の実施の形態で説明した
方法と同様であるため、その説明を省略する。
【００４６】
　第１の実施の形態に係る電源回路１は、帰還する出力電流を用いて駆動周波数を決定す
るため、ＥＬ表示装置の画素全体の輝度の変化に対して、駆動周波数を変化させるタイミ
ングが遅れるという問題がある。しかし、第２の実施の形態に係る電源回路２は、ＥＬ表
示装置が表示する画像情報を用いてあらかじめ出力電流の値を決定するため、ＥＬ表示装
置の画素全体の輝度の変化と駆動周波数の変化とを対応させることができる。したがって
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、電源回路２は、表示する画像情報に応じた正確な駆動周波数の制御が可能となり、さら
なる高効率化が可能となる。
【００４７】
　なお、上記実施の形態に示した第１～第４の分周回路１３２ａ～１３２ｄが出力するク
ロック信号の周波数の組み合わせは一例であり、上記と異なるクロック信号の周波数の組
み合わせでも、上記と同様の効果を得られることは言うまでもない。
【００４８】
　なお、上記実施の形態では、分周回路の数が４個である場合を例にして説明したが、分
周回路の数は、４個に限定されるものではない。
【００４９】
　なお、上記実施の形態では、駆動周波数を切り替えるタイミングを画像情報の１フレー
ム期間ごとに行う場合について説明したが、これに限らず、例えば、それ以外の単位時間
で切り替えてもよい。駆動周波数を切り替えるタイミングを短くすることによって、より
高効率な電源回路とすることができる。
【００５０】
　なお、上記実施の形態では、周波数を切り替えるために、複数の分周回路を用いる構成
としたが、これに限らず、例えば、駆動周波数出力回路１３として、ＶＣＯ（Ｖｏｌｔａ
ｇｅ－Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　Ｏｓｉｌｌａｔｏｒｓ）などを用いる構成としてもよい。
【００５１】
　なお、上記実施の形態では、上記で示した以外の方法によって、電源回路の出力電流の
値を取得してもよい。
【００５２】
　なお、本発明のプログラムは、上述した本発明のＥＬ表示装置の電源回路制御方法の全
部又は一部のステップをコンピュータにより実行させるためのプログラムであって、コン
ピュータと協働して動作するプログラムである。
【００５３】
　なお、本発明の記録媒体は、上述した本発明のＥＬ表示装置の電源回路制御方法の全部
又は一部のステップの全部又は一部の動作をコンピュータにより実行させるためのプログ
ラムを記録した記録媒体であり、コンピュータにより読み取り可能かつ、読み取られた前
記プログラムが前記コンピュータと協働して前記動作を実行する記録媒体である。
【００５４】
　なお、本発明の上記「一部のステップ（又は、工程、動作、作用等）」とは、それらの
複数のステップの内の、一つ又は幾つかのステップを意味する。また、本発明の上記「ス
テップ（又は、工程、動作、作用等）の動作」とは、前記ステップの全部又は一部の動作
を意味する。 
【００５５】
　又、本発明のプログラムの一利用形態は、コンピュータにより読み取り可能な、ＲＯＭ
等の記録媒体に記録され、コンピュータと協働して動作する態様であっても良い。
【００５６】
　又、本発明のプログラムの一利用形態は、インターネット等の伝送媒体、光・電波・音
波等の伝送媒体中を伝送し、コンピュータにより読みとられ、コンピュータと協働して動
作する態様であっても良い。
【００５７】
　又、上述した本発明のコンピュータは、ＣＰＵ等の純然たるハードウェアに限らず、フ
ァームウェアや、ＯＳ、更に周辺機器を含むものであっても良い。
【００５８】
　  尚、以上説明した様に、本発明の構成は、ソフトウェア的に実現しても良いし、ハー
ドウェア的に実現しても良い。
【産業上の利用可能性】
【００５９】
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　本発明にかかるＥＬ表示装置の電源回路、ＥＬ表示装置の電源回路制御方法、プログラ
ム及び記録媒体は、電源回路の出力電流の値が変化しても、従来より高い効率を維持する
ことが可能であり、有機または無機エレクトロルミネッセンス（ＥＬ）素子などを用いた
ＥＬ表示装置などの電源回路、ＥＬ表示装置の電源回路制御方法、プログラム及び記録媒
体等として有用である。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る電源回路１のブロック図
【図２】本発明の第１の実施の形態に係る電源回路１において、電源回路の出力電流の値
と効率との関係を説明するための効率曲線を描いた図
【図３】本発明の第１の実施の形態に係る電源回路１の総合効率曲線を示す図
【図４】本発明の第２の実施の形態に係る電源回路２のブロック図
【図５】従来のＥＬ表示装置の画素の等価回路の図
【図６】従来のＥＬ表示装置の電源回路のブロック図
【図７】従来のＥＬ表示装置の従来の電源回路の出力電流の値と効率との関係を示す図
【図８】従来のＥＬ表示装置の電源回路の効率を測定する際の測定系を示す図
【符号の説明】
【００６１】
１、２　電源回路
１１　フィードバック回路
１２　周波数決定回路
１３　駆動周波数出力回路
１３１　発振回路
１３２ａ、１３２ｂ、１３２ｃ、１３２ｄ　分周回路
１３３　ＰＶＤＤ動作周波数選択スイッチ
１３４　ＰＶＳＳ動作周波数選択スイッチ
１４　アノード電圧出力回路
１５　カソード電圧出力回路
２１　画像情報演算回路
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